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＜概要＞

本研究グループは、実験室環境と屋外に水槽を設置した野外に近い環境における、メダカの排卵の

タイミングを比較しました。各環境において 4 日間で 144 匹のメスを調べた結果、野外に近い環境のメ

ダカは、実験室より約 3.5 時間早く排卵していることが分かりました。

 本研究成果は、2026 年 3 月 4 日に総合科学の国際学術誌「Royal Society Open Science」にオン

ライン掲載されました。

＜ポイント＞

① 実験室環境では、一般的なメダカの飼育条件である人工照明を 14 時間点灯・10 時間消灯、水

温を 26℃に設定して、メダカを飼育した。野外に近い環境では、メダカの繁殖期初期の 5 月〜6 月

に屋外水槽を置いて自然の日照のもとで、実験室環境で用いたものと同じ系統のメダカを飼育した。

② 各環境における実験では、オスとメスのペアを水槽に入れ、1 時間ごとにメスを取り出し、卵巣を顕

微鏡で観察して排卵の有無を確認した。

③ 各環境において 4 日間で 144 匹を調べたところ、メスの半数

が排卵を完了する時刻は、野外に近い環境では日の出の約

4.2 時間前、実験室環境では照明点灯の約 0.7 時間前であっ

た。つまり、野外に近い環境では、実験室より約 3.5 時間早く

排卵していたことが判明した。

メダカの排卵のタイミングは環境で変わる
～実験室と野外の比較で見えた繁殖リズム～
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＜研究者コメント＞

1 時間ごとにメスを解剖して卵巣の状態を調べるという地道な作業を通じて、排卵という繁殖に関

する重要な生理現象が実験室と屋外環境で数時間ずれることを明らかにしました。メダカを通し

て、実験室の研究と野外での観察をつなぐ、そのような研究を今後も続けていきたいです。

図 1. 排卵後のメダカの卵
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＜研究の背景＞

 マウスやメダカなどのモデル生物

は、実験動物として研究によく使わ

れています。実験室での研究結果の

信頼性を高めるためには、その生物

の自然環境における行動や生理機

能の理解が重要です。実験室での

適切な飼育条件の設定、生態に即

した実験計画の立案、そして結果の

正確な解釈につながるためです。

 メダカは日本人にとって身近な魚

です。小型で飼育しやすく毎日のよ

うに産卵するため、遺伝学や発生

学、行動学、医学など幅広い分野で

実験動物として活用されています。

これまでメダカ研究の多くは、明るさ

や温度を調整でき、観察しやすいと

いう利点から実験室で行われてきま

した。一方、自然の中でメダカがどの

ように生活しているのかについては、

ほとんど調べられていませんでした。

 メダカの産卵開始時刻は、お腹に

卵をつけたメスが観察された時刻や卵の成長段階から推測され、日の出の前後約 1 時間と考えられ

てきました。しかし、本研究グループによるこれまでの研究から、野外ではメダカが深夜から産卵行動を

開始していることや、実験室と野外環境では求愛や産卵行動の開始時刻に 3〜4 時間のずれがあるこ

とが明らかになってきました（p.3＜過去のプレスリリース＞を参照）。過去の研究では、行動の観察によ

るものでしたが、産卵行動の前には排卵（卵巣の中で成熟した卵が体外に出せる状態になる）というメ

スの生理的な変化が起こります。しかし、この排卵のタイミングも野外と実験室で変化するのかどうかは、

分かっていませんでした。

＜研究の内容＞

本研究では、実験室環境と屋外に水槽を設置した野外に近い環境の二つの条件で、同じ系統のヒメ

ダカを飼育し、排卵のタイミングを比較しました。実験室環境では、人工照明を 14 時間点灯・10 時間

消灯、水温を 26℃に設定し、実験室でのメダカの一般的な飼育条件にしました。野外に近い環境では、

メダカの繁殖期の初期にあたる 5 月〜6 月に屋外に水槽を設置して、自然日照で飼育し、水温は気温

に合わせて変動させました（平均 22℃、15℃〜28℃）。

 産卵が安定して起こるまで各環境で１ヶ月飼育した後、排卵のタイミングを調べました。実験当日に

オスとメスのペアを小型水槽に入れ、1 時間ごとにメスを取り出し、卵巣を顕微鏡で観察して排卵の有

無を調べました。排卵前の卵は膜に包まれていますが、排卵後は膜から外れ、付着糸がほどけて広が

ります（図 2）。各環境で 1 時間ごとに 3 匹ずつ、12 時間×4 日間で 144 匹のメスを調べました。その

結果、メスの半数が排卵を完了する時間は、野外に近い環境では日の出の約 4.2 時間前、実験室環

境では照明点灯の約 0.7 時間前でした（図 3）。つまり、野外に近い環境のメダカは、実験室より約 3.5

時間早く排卵していたことになります。

 本研究では、両環境で同じ系統のメダカを使用したため、排卵のタイミングのずれの原因は飼育環境

図 2. 排卵により卵が膜（F）から離れると

渦巻き状に密着していた糸（A）がほぐれる

図 3. 二つの飼育条件下（赤：実験室、青：野外に近い環境）における

排卵していたメスの割合。野外条件では実験室条件と比較して排卵の

開始がより早く、実験室条件では 3.5 時間の遅れが観察された。上部

のバーは明期（白）と暗期（黒）を示す。〇の大きさは匹数を表す。
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の違いによるものと考えられます。実験室の人工照明が突然点灯・消灯するのに対し、自然環境では

夜明けや夕暮れの明るさが緩やかに変化すること、水温が自然環境では日々変動することなどが、こ

れらのタイミングのずれの原因と考えられます。

＜期待される効果・今後の展開＞

 本研究により、実験室と野外に近い環境におけるメダカの排卵タイミングの違いを示すことができまし

た。実験動物を用いた研究成果を、実験室の結果のみを基に一般化することの課題を具体化した点

に意義があります。また、モデル生物における自然環境での基礎的な生態情報を把握することの重要

性を改めて示しました。

 今後は、実験室と野外環境で行動や排卵のタイミングにずれを生じさせる要因を特定し、それらがど

のように排卵タイミングを制御しているかを明らかにしていく必要があります。また、なぜメダカが野外環

境では夜間に排卵をするのかという生態学的意義や、環境によって柔軟に排卵のタイミングが変化す

る仕組みについても調べていきたいと考えています。
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